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 昨年１０月２８日市役所会議室においてみずほ議員会との懇談会が開催され、TPP(環太平
洋経済連携協定)、国営農地再編整備事業、有害鳥獣策など、活発な意見交換を行ないました。 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

私
が
昨
年
７
月
、
当
農
業
委
員
会
の
会

長
に
就
任
し
て
以
来
、
早
く
も
半
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
日
頃
の
委

員
会
活
動
に
、
農
業
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
の
皆
様
に
暖
か
い
ご
協
力
と
ご

支
援
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
第
２１
回
農
業
委
員
会
統
一
選

挙
が
行
な
わ
れ
各
連
合
会
推
薦
の
委
員
皆

様
が
当
選
さ
れ
ま
し
て
、
新
し
い
執
行
体

制
の
も
と
業
務
遂
行
に
あ
た
り
委
員
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
、
美
唄
市
農
業
の
振
興

と
農
業
委
員
会
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
共

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、
ご
協
力

と
ご
支
援
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
主
要
農
産

物
の
作
柄
は
、
春
先
の
低
温
に
よ
り
麦
・

大
豆
と
も
平
年
作
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

水
稲
は
平
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。 し

か
し
な
が
ら
、
T
P
P(

環
太
平
洋

連
携
協
定)
交
渉
に
つ
い
て
、
美
唄
市
は
基

幹
産
業
の
農
業
を
守
る
た
め
、
当
農
業
委

員
会
も
参
加
す
る
「
オ
ー
ル
美
唄
」
と
し

て
道
内
選
出
国
会
議
員
に
T
P
P
交
渉

反
対
の
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
政
府

は
「
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
に

入
る
」
と
の
言
い
回
し
で
、
反
対･
慎
重
な

対
応
を
訴
え
て
い
た
国
会
議
員
た
ち
を
黙

ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
の
策
も
講
じ

な
け
れ
ば
農
村
か
ら
人
が
去
り
地
域
全
体

が
存
続
の
危
機
に
直
面
す
る
の
は
避
け
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

平
成
２１
年
の
農
地
法
改
革
で
、
農
地
を

「
所
有
」
か
ら
「
利
用
」
に
重
点
を
移
し

た
こ
と
か
ら
企
業
の
農
業
参
入
や
、
担
い

手
に
農
地
の
集
積
を
行
う
な
ど
慎
重
に
検 

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
当
農
業
委
員
会
の
業
務
も
大
幅

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
農
業
者

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
行
け
る
よ

う
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
的
に
女
性
農
業
委
員

の
活
動
が
新
聞
等
で
取
り
扱
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
農
業
委
員
会
も
女
性
農

業
委
員
の
誕
生
・
活
動
に
農
業
者
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
が
話
し

合
わ
れ
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
美

唄
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
当
農
業
委
員
会
も
女
性
農
業
委

員
の
誕
生
を
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、

農
業
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し

て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

新
年
の
ご
挨
拶

美
唄
市
農
業
委
員
会 

会 

長 

西 

川 

芳 

勝 

道 
 

新年あけましておめでとうございます 
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我
が
国
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
輸

入
農
産
物
の
増
加
に
よ
る
価
格
の
低
迷
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
不
足
、

ま
た
、
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
遊
休
農
地
の

拡
大
、
食
料
自
給
率
の
低
下
な
ど
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業
委
員
会

と
し
ま
し
て
は
、
遊
休
農
地
対
策
な
ど
日

頃
の
活
動
を
通
じ
て
、
市
内
農
業
者
の
切

実
な
声
を
聞
く
な
ど
、
農
業
者
と
行
政
の

橋
渡
し
役
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
不
足
、

都
市
化
の
進
展
、
固
定
資
産
税
や
相
続
税

の
負
担
増
等
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
、
年
々
、

農
業
従
事
者
及
び
農
地
の
減
少
が
続
い
て

お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
・
農
地
が
国
土
・

水
資
源
・
環
境
・
文
化
・
教
育
・
福
祉
・

健
康
な
ど
の
面
で
も
２
万
６
千
市
民
の
生

活
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
さ
れ
、

農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
で
き
る
農
業
、

後
継
者
が
希
望
を
持
て
る
農
業
に
す
る
た

め
、
効
果
的
で
、
継
続
性
の
あ
る
支
援
策

や
農
業
・
農
地
の
必
要
性
が
市
民
の
皆
様

に
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
策
の
実
施
及
び
予

算
確
保
並
び
に
上
部
機
関
等
へ
の
具
申
を

さ
れ
ま
す
よ
う
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き

建
議
い
た
し
ま
す
。 

  

。 

Ⅰ 

生
産
基
盤
整
備
対
策 
 

本
年
３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
、
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早

く
復
旧
・
復
興
な
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

昨
年
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
費
（
土

地
改
良
事
業
費
）
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
震
災
に
よ
り
国
営
事
業
に

も
影
響
が
出
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
中
で
、
食
糧
備
蓄
基
地
構
想
に
関
心

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
る
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
見

直
さ
れ
る
中
、
試
験
的
に
雪
を
利
用
し
た

食
糧
備
蓄
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
か

ら
、
生
産
基
盤
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
次
の
こ
と
を

講
じ
る
べ
き
で
す
。 

１
．
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
の
早
期
着

工
に
向
け
て
運
動
の
推
進 

２
．
着
工
中
の
道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整

備
事
業
の
早
期
完
了
の
た
め
の
予
算
確
保
と
、

新
規
着
工
を
目
指
す
地
域
の
採
択
へ
向
け
て

の
推
進 

３
．
災
害
時
等
の
食
糧
不
足
を
補
う
た
め

に
も
、
雪
蔵
を
利
用
し
た
食
糧
備
蓄
基
地

の
推
進 

                 

Ⅱ 

農
村
地
域
の
環
境
整
備 

 

本
市
の
基
幹
産
業
と
言
わ
れ
る
「
農
業
」
、

農
産
物
の
輸
送
、
資
材
・
機
械
の
移
動
な

ど
様
々
な
面
に
於
い
て
市
道
が
利
用
さ
れ

ま
す
。
複
合
経
営
化
に
伴
い
野
菜
や
花
卉

栽
培
へ
の
取
り
組
み
も
盛
ん
に
な
り
、
未

舗
装
道
路
の
土
埃
は
、
作
物
・
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
等
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

管
内
で
も
本
市
の
舗
装
率
は
特
に
遅
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
農
機
具
等
の

大
型
化
に
伴
い
、
圃
場
の
移
動
時
に
お
け

る
幅
員
の
狭
い
橋
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
集
中
豪
雨
に
よ
る
特
定

地
域
の
農
業
被
害
が
見
ら
れ
ま
す
。
原
因

と
し
て
、
基
盤
整
備
等
に
よ
る
排
水
路
（
ト

ラ
フ
）
の
水
流
高
速
化
に
伴
い
末
流
の
未

整
備
排
水
路
に
よ
る
停
滞
水
集
中
が
、
農

地
に
水
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
整
備
を
講
じ
る
べ

き
で
す
。 

農
道
整
備
に
つ
い
て 

１
．
農
村
基
幹
道
路
の
路
盤
改
良
を
終
え

た
道
路
の
、
速
や
か
な
舗
装
化
、
市
道
の

舗
装
化
率
の
向
上
推
進 

２
．
幅
員
の
狭
い
橋
の
架
け
替
え
工
事
の

速
や
か
な
実
施 

水
害
対
策
に
つ
い
て 

１
． 

上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
排
水
路
・
道 

路
側
溝
整
備
を
関
係
機
関
と
連
携
し
改
善

を
図
る 

２
． 

山
林
の
樹
木
伐
採
や
開
発
に
よ
る
保 

水
力
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
調

査
・
検
証
を
行
な
う
。 

 

Ⅲ 

後
継
者
・
新
規
就
農
者
対
策 

農
業
者
の
高
齢
化
も
徐
々
に
進
み
つ
つ

あ
り
、
本
市
に
於
い
て
は
６０
歳
以
上
の
農

業
者
は
、
全
体
の
48.5
％
と
約
半
数
を
占
め

平
成
２４
年
度 

美
唄
市
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議 

昨
年
１１
月
１
日
農
業
委
員
会
は
次
の
農
業
施
策
に
つ
い
て
市
へ
建
議

を
行
い
ま
し
た
。 

建 

議 

の 

趣 

旨 

要 

請 
項 
目 
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て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。 

経
営
移
譲
を
受
け
就
農
す
る
後
継
者
も

お
り
ま
す
が
、
離
農
者
が
こ
れ
を
上
回
り
、 

地
域
の
農
家
戸
数
減
少
は
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
就
農
し
て
も
、
農
産

物
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
二
世
代
・
三
世

代
が
生
活
し
て
い
く
に
は
経
済
的
に
厳
し

い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
、
耕
作
面
積
の
拡

大
、
機
械
化
に
よ
る
近
代
農
業
が
負
担
に

感
じ
る
年
代
層
が
増
加
し
て
い
る
地
域
も

少
な
く
な
い
の
が
現
実
だ
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
以
下
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。 

１
． 

地
域
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
労
働 

力
の
不
足
を
補
い
、
尚
か
つ
、
新
規
農
業

者
に
仕
事
と
経
済
の
安
定
を
与
え
る
た
め

補
助
作
業
等
を
受
け
付
け
る
セ
ン
タ
ー
の

設
立 

２
． 

農
産
品
の
高
付
加
価
値
化
を
考
え
た 

加
工
施
設
な
ど
、
農
・
工
・
商
が
連
携
し

た
雇
用
の
場
の
確
保
・
提
供 

 

Ⅳ 

美
唄
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し 

農
用
地
区
域
外
と
な
る
と
補
助
事
業
に 

参
加
す
る
事
が
出
来
ず
、
本
市
農
業
振
興

農
地
の
権
利
移
動
の
足
か
せ
と
な
り
、
耕

作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
発
生
要
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
優
良
農
地
の
保
全
の

為
、
現
状
に
合
っ
た
農
業
振
興
地
域
の
線

引
き
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。 

 

Ⅴ 

農
産
物
の
風
評
被
害
等
の
対
策 

今
、
福
島
の
原
発
問
題
で
周
辺
農
家
、 

県
を
跨
い
で
、
経
済
的
・
精
神
的
に
甚
大

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
の
稚

内
市
「
大
沼
」
で
、
強
毒
性
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ(

Ｈ
５
Ｎ
１
型)

が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
に
於
い
て
も
、
渡
り
鳥
の
飛
来

地
、「
宮
島
沼
」
が
あ
り
心
配
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
近
年
、
沼
は
浅
く
な
り
、
水
質
悪

化
が
進
ん
で
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
沼
の
改
善
を
図
り
さ
ら
に
監
視
を
継

続
し
、
本
市
基
幹
産
業
の
農
業
に
風
評
被

害
な
ど
及
ぼ
す
こ
と
の
無
い
よ
う
厳
重
な

警
戒
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
北

海
道
に
は
泊
原
発
が
あ
り
東
北
地
方
の
被

害
が
他
人
ご
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
あ
ら
ゆ
る
実
害
、
風
評
被
害
に
即
応

出
来
る
よ
う
、
対
応
策
を
構
築
し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
す
べ
き
で
す
。 

 

 

Ⅵ 
農
地
・
水
・
環
境
対
策 

 

本
年
度
、
農
地
・
水
・
環
境
対
策
は
、 

予
算
措
置
を
講
じ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今 

後
に
於
い
て
も
、
事
業
が
有
効
に
実
施
で 

き
る
よ
う
予
算
化
し
て
頂
き
、
ま
た
、
24 

年
度
以
降
も
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払 

等
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か 

ら
、
国
の
方
針
を
確
認
し
予
算
措
置
を
講 

じ
る
べ
き
で
す
。 

 

Ⅶ 

有
害
鳥
獣
対
策 

 

昨
年
も
建
議
で
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂
き
、

猟
友
会
と
連
携
し
、
エ
ゾ
シ
カ
等
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
、
箱
罠
の
貸
し
出
し
に
よ
る
ア

ラ
イ
グ
マ
等
の
捕
獲
な
ど
対
策
を
取
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
作
物

へ
の
被
害
は
収
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、

根
本
的
な
解
決
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
動

物
愛
護
等
の
課
題
も
有
り
ま
す
が
、
道
な

ど
関
係
機
関
と
協
議
・
連
携
し
、
個
体
数

を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対

策
を
図
る
べ
き
で
す
。 

   

１
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
仮
に
締
結
さ
れ
る
と
、 

多
く
の
農
家
が
経
営
困
難
と
な
り
、
地
域 

崩
壊
や
雇
用
減
少
な
ど
影
響
が
計
り
知
れ 

な
い
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
交
渉
の
中
止 

の
要
請
を
行
う
こ
と
と
、
そ
の
他
、
農
業 

貿
易
交
渉
に
於
い
て
は
、
国
内
農
業
に
対 

す
る
影
響
を
十
分
配
慮
し
臨
む
よ
う
要
請 

お
願
い
し
ま
す
。 

 

２
．
政
権
交
代
に
よ
り
品
目
横
断
的
経
営 

安
定
対
策
か
ら
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ

政
策
が
転
換
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た

２
年
足
ら
ず
で
、
見
直
し
の
検
討
に
入
る

よ
う
で
す
。
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
農
政

を
要
望
し
ま
す
。 

 

３
． 

米
先
物
取
引
が
８
月
８
日
試
験
上
場 

さ
れ
ま
し
た
。
主
食
で
あ
る
米
を
投
機
目

的
に
利
用
さ
れ
る
事
に
懸
念
を
感
じ
ま
す
。 

バ
ー
チ
ャ
ル
な
と
こ
ろ
で
価
格
が
乱
高

下
す
る
こ
と
は
、
我
々
生
産
者
に
と
っ
て

も
、
ま
た
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
デ
メ
リ

ッ
ト
の
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
再

考
を
要
請
し
ま
す
。 

 

４
．
基
盤
整
備
事
業
の
、
早
期
採
択
・
着

工
に
向
け
て
の
予
算
確
保
。 

 

5
．
長
期
借
入
金
（
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等
） 

の
無
利
子
化
措
置
と
、
取
得
価
格
を
考
慮

し
た
償
還
期
間
の
設
定
。 

 

６
．
農
業
機
械
等
緊
急
リ
ー
ス
支
援
事
業

の
復
活
、
ま
た
、
後
継
者
、
認
定
農
業
者

等
に
対
し
て
、
農
業
機
械
の
整
備
等
の
一

層
の
支
援
策
の
強
化
。 

 

７
．
農
業
基
盤
強
化
促
進
事
業
及
び
農
地

移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業
に
よ
り
農
地

を
譲
渡
し
た
際
の
特
別
控
除
額
の
引
き
上 

げ
。 

 

8
．
農
地
保
有
合
理
化
法
人
が
実
施
す
る 

買
い
入
れ
協
議
に
よ
っ
て
農
地
を
譲
渡
し 

た
際
の
特
別
控
除
額
の
引
き
上
げ
。 

 

9
．
生
前
一
括
譲
与
に
よ
り
納
税
猶
予
を 

受
け
て
い
る
も
の
が
、
離
農
に
よ
る
農
地 

等
の
移
動
で
猶
予
打
ち
切
り
の
場
合
の
利 

子
税
の
軽
減
措
置
。 

 

10
．
各
種
交
付
金
に
対
す
る
、
一
時
所
得

の
復
活
。 

 

11
．
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
税
措
置
（
免

税
軽
油
制
度
）
の
恒
久
化
。 

       

国
・
道
に
対
す
る
要
望
要
請 
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
作
成
さ
れ
ま

す
。 

 

今
年
も
名
簿
搭
載
該
当
者
の
方
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
送
付
さ
れ

て
い
る
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
搭
載
申
請
書
」
を
農
事
組
合
長
を

通
じ
、
必
ず
届
け
て
下
さ
い
。 

 

な
お
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
搭
載
該
当
者
の
方
は
、
次
の
資
格

要
件
を
満
た
さ
な
い
と
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。 

  

① 

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方 

② 

平
成
24
年
３
月
３１
日
現
在
で
満
２０
歳
以
上
の
方 

③ 

３０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務
を
営
ん
で
い
る
方 

④ 

耕
作
の
業
務
を
営
む
方
と
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お

お
む
ね
６０
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方 

⑤ 

３０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
あ
っ
て
、
年
間
お
お
む
ね
６０
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方 

   

平
成
24
年
１
月
６
日
〜
平
成
24
年
１
月
１０
日
ま
で 

   

美
唄
市
農
業
委
員
会
事
務
局 

（
市
役
所
４
階
） 

 

な
お
、
農
事
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
も
忘
れ
ず
に
、
届
出
を
し
て

下
さ
い
。 

     

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、
震
災
を

起
因
と
す
る
原
発
事
故
、
復
興
が
進
ま

ぬ
最
中
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
円
高

と
、
我
が
国
に
と
っ
て
は
、
艱
難
辛
苦

の
一
年
で
し
た
。 

私
た
ち
農
業
者
に
と
っ
て
も
、
春
秋

の
長
雨
に
た
た
ら
れ
農
作
業
の
苦
労

と
遅
れ
を
き
た
し
、
特
に
玉
葱
、
秋
麦

な
ど
畑
作
物
に
関
し
て
は
、
品
質
収
量

と
も
に
低
下
を
ま
ね
き
、
残
念
な
年
で

し
た
。 

 

今
年
は
、
T
P
P
参
加
を
表
明
し

た
日
本
が
、
ど
の
よ
う
に
産
業
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
、
国
益
を
維
持
発
展
さ
せ

て
い
く
の
か
、
農
業
者
は
も
と
よ
り
国

民
全
体
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
世
論
誘

導
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
注
視
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

今
年
こ
そ
、
平
穏
無
事
で
豊
穣
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
。 

（
佐
々
木
） 

 

編 

集 

後 

記 

 

編
集
委
員
長 

秋 

保 

寿 

彦 
 
 
 

委 

員 

佐
々
木 

勝 

博 
 
 
 

委 

員 

平 

賀 

一 

寿 
 
 
 

委 

員 

畑 
 
 

雄 

二 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿 

提
出
は
平
成
24
年
１
月
１０
日 

資 

格 

要 

件 

届  

出  

先 
 

地
区
別
懇
談
会 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
３
年
に
一
度
の
農
業
委 

員
の
改
選
に
あ
わ
せ
て
、
地
域
が
抱
え
て
い
る 

課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後 

の
農
業
委
員
活
動
に
い
か
し
て
い
く
た
め
、
左 

記
日
程
に
よ
り
懇
談
会
を
行
な
い
ま
す
。 

  
  
 

平
成
２４
年
２
月
１４
日 

(

火)  

午
前
９
時
３０
分 

 
 

市
民
会
館 

２
階
大
会
議
室 

 

 

 
 

平
成
２４
年
２
月
１４
日 

(

火)  

午
後
１
時
３０
分 

 
 

北
美
唄
営
農
改
善
セ
ン
タ
ー 

 

 

 
 

平
成
２４
年
２
月
１５
日 

(

水)  

午
前
９
時
３０
分 

 
 

峰
延
農
業
協
同
組
合 

３
階
第
１
会
議
室 

 

 

 
 

平
成
２４
年
２
月
１５
日 

(
水)  

午
後
１
時
３０
分 

 
 

西
美
唄
福
祉
会
館 

 

東

ブ

ロ

ッ

ク 

北

ブ

ロ

ッ

ク 

南

ブ

ロ

ッ

ク 

西

ブ

ロ

ッ

ク 

 提 

出 

期 

間 


